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１ 計画の背景と目的                    

 

１－１ 計画の背景 

 
北海道新幹線は、「全国新幹線鉄道整備法」に基づく整備計画で決定された

東北新幹線の新青森駅から函館市付近・小樽市付近を経て札幌市に至る延長

約 360ｋｍにおよぶ路線である。 

平成 14 年１月８日日本鉄道建設公団（現：鉄道建設・運輸施設整備支援機

構）から国土交通大臣に対し工事実施計画認可申請がなされ、 平成 17 年度

政府予算において、北海道新幹線 新青森―新函館間の整備事業費 30 億円が

計上され、５月には同区間の認可・着工が実現し、順調に工事が進められて

いる。 

今後、新函館―札幌間の事業推進に向け、沿線となる地域の共同した総合

的な取り組みが求められる状況にある。 

 

１－２ 計画の目的 

 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅は、道南地域において太平洋（内浦湾）側

の地域と日本海側の地域とを結ぶ玄関駅として、広域的な地域の発展に大き

な波及効果のあることが期待されている。一方、ＪＲ八雲駅の西方約３ｋｍ

に建設が予定されていることから、市街地との連携を考慮した駅周辺整備を

図る必要がある。 

本計画では、北海道新幹線新八雲（仮称）駅の立地特性を踏まえ、平成 12

年３月に策定した「新幹線八雲駅を核とした地域振興計画（北海道八雲町）」

における考え方に基づき、より具体的に、計画のコンセプト、駅舎及び駅前

広場等のあり方を検討し、「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備構想」を

作成するものである。 

また、本計画の策定にあたっては、新設した「新幹線推進室」のほかに、

庁内に「北海道新幹線推進プロジェクトチーム」を設置して横断的な検討を

加え、さらに、町内の関係団体による「八雲町北海道新幹線推進協議会」を

組織し、全町的な取組みの中で、立案したものである。 
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１－３ 八雲町の概況 

 

八雲町は、渡島半島の中央部に位置し、東は太平洋（内浦湾）、西は日本海

に面し、北は長万部町、今金町、せたな町に、南は森町、厚沢部町、乙部町

に接している水産・漁業、酪農業を基幹産業とする道南地域北部の拠点とな

るまちである。 

平成 17 年 10 月１日には、山越郡八雲町と爾志郡熊石町が合併して二海郡

八雲町が誕生し、面積 955.58ｋｍ2、人口 20,131 人、世帯数 7,981 世帯（平

成 17 年国勢調査）、日本で唯一の太平洋と日本海の二つの海を持つまちが誕

生している。 

八雲町は、函館、室蘭より 70km 圏内に位置し、道央と道南、太平洋と日本

海を結ぶ国道が通り、また、北海道縦貫自動車道八雲ＩＣが開通するなど道

路の交通の要衝となっていて、国、道の行政機関の立地や商業の集積により、

広域的な中核都市としての役割を担っている。 

このような中で、北海道新幹線新八雲（仮称）駅が整備されることにより、

太平洋と日本海の双方にまたがる八雲町の立地特性がより効果的に発揮され、

八雲町を中心とする広域の持続的な活性化に資することが、大きく期待され

ている。 

 

■八雲町の広域的位置 

八雲町 

50km 
75km 

25km 

内浦湾 
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■北海道新幹線のルート図 
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北海道新幹線の特性と効果については、北海道庁や学識者から各種の提言

が打ち出されているが、八雲町に関わりの深い主な事項についてまとめると、

下表の通りとなる。 

 

 

■北海道新幹線の特性と効果（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交通機関としての効果】 

○安全かつ大量輸送が可能な高速交通機関 

⇒ジャンボ機の２～３倍の輸送能力と高い安全性により、東北・北関東各地

への高速移動が可能となる。 

○冬期も定時制の確保された交通機関 

⇒雪害に強い交通機関である。 

○省資源、省エネルギー型の環境にやさしい交通機関 

⇒利用者１人当りのエネルギー消費量（自家用自動車の１／６、航空機の 

１／４）、二酸化炭素排出量（乗用自動車の１／10、航空機の１／６）の少

ない交通機関である。 

【国土計画上の効果】 

○本州と北海道とのダイレクトアクセスの形成（交通ルート、手段の多様化）

⇒人、物の流通の増大、新たな情報に触れる機会の向上により、自立した個

性ある地域づくりが促進できる。 

○東北地域の都市への移動時間の大幅短縮による交流人口の拡大 

⇒鉄道利用客は約 5倍増と予想され、東北との新しい経済・文化交流の形成、

相互の四季を通じた観光レクレーションを活発化することになる。 

 

 

 4



■北海道新幹線の特性と効果（その２） 

 

【道内農村の地域構造の変革】 

○農業地域における都市機能・利便性の向上 

⇒農業地域の移動利便性向上都市へのアクセス向上により、定住基盤が充実

される。 

○「農業都市」の骨格形成 

⇒人を地域に呼び込み、地元素材を使った味覚を提供するなど、農業地域の

産業構造の高度化、既存マーケット構造に変革をもたらす。（食料・原材

料の移出基地から、高度に加工し直接消費者に提供するなどの基地への転

換） 

【観光産業の振興への効果】 

○観光移動手段の多様化促進と時間短縮化 

⇒バス、レンタカー、鉄道在来線など域内移動手段の多様化促進と移動時間

の短縮により、従来にない周遊型観光が形成される。 

○新しい観光行動の創出 

⇒レンタカーを利用したプライベートツアーにより、スローライフ、スロー

フードなど地域とゆったりと触れ合い交流する新しい観光ニーズが創出

される。 

○新しい観光資源の発見・発掘を促進 

⇒観光行動の変化と移動時間の短縮化により、天然記念物に指定されている

オオワシ、オジロワシの撮影観察ポイントなど、潜在的だった観光資源の

発見・発掘が促進される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道新幹線対策室 HP 他 
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２ 新八雲（仮称）駅の役割                 

 

２－１ 八雲町の位置付け・役割 

 

八雲町は、道南地域北部に位置すると太平洋（内浦湾）と日本海の二つの

海に面するまちであり、「自然美術館」と称される美しい自然豊かなまちで、

次に掲げる広域的な位置付け・役割を担っている。 

 

① 道南地域北部の交通の要衝 

八雲町には、函館、札幌を結

ぶ国道５号、太平洋側の地域と

日本海側の地域とを結ぶ国道

277 号、日本海側の主要国道 229

号をはじめ、道道八雲北檜山線

や八雲厚沢部線が通っている。 

さらに、平成 18 年 11 月には

北海道縦貫自動車道八雲ＩＣが

開通するなど、八雲町は、道路

交通の結節点として大きな役割

を担っている。 

また、鉄道ではＪＲ函館本線八雲駅が設けられ、町内のみならず日本海側

の地域にとっても札幌や本州方面へのターミナルとしての機能を果たしてお

り、今後、北海道新幹線新八雲（仮称）駅が整備されることにより、八雲町

の交通の要衝としての位置付け・役割は、より一層大きくなるものと想定さ

れる。 

 

② 道南地域北部の中核的都市 

八雲町には、基幹となる農業、

水産業に加え、その集積を活か

した水産加工業、食品製造業が

立地するとともに、簡易裁判所、

検察庁、法務局、税務署など国

や道の機関が数多く立地し、ま

た行政機能を高めるためのシビ

ックコア地区の整備も進められ、

行政、業務の中心的役割を担う
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まちである。 

 

③ 広域的な商業・流通拠点都市 

八雲町は、道南圏の重要な商業拠点、

流通拠点としての役割を担い、食料品、

日用雑貨、飲食店などの商店のほか、

金融、通信サービスなど様々な業種の

商業施設が立地している。 

道道沿道の中心商店街とともに、国

道５号沿道には郊外型量販店も立地

し、モータリゼーションの浸透や消費

ニーズの多様化が進む中で、太平洋側 

と日本海側の双方にまたがる広域的な商圏を有している。 

 

④ 北海道を代表する酪農地帯 

開拓の中心となった徳川農場の伝統を受け継ぎ、酪農・肉用牛生産は農業

租生産額の６割を占め、地域の基幹産業となっており、八雲町は北海道を代

表する酪農郷、食料生産基地として知られている。 

また、町内には、都市と農村との交流の場として年間 30 万人が訪れるハー

ベスター八雲や、町営の乳牛育成牧場などが立地するほか、北里大学八雲牧

場では大学と連携した農業の研究が進められており、体験、研究、教育など

高付加価値型農業の展開に向けた取組が進められている。 
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⑤ 全道有数の漁業のまち 

八雲町は、養殖漁業の振興に取り組んでおり、全国一の生産量を誇るホタテ

養殖のほか、アワビの養殖など漁業の活性化施策を積極的に展開し、全道有数

の漁業のまちとなっている。 

特に、ホタテ養殖は、水揚取扱高のおよそ８割を占め、酪農業と並ぶ八雲

町の重要な産業基盤を形成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 広域医療拠点 

八雲町には、八雲総合病院、熊石国保病院および国立病院機構八雲病院の

３つの公立病院があり、広範囲な地域医療の担い手となっている。 

中でも「八雲総合病院」は、16 の診療科目を持ち、ベッド数 354 床、職員

数 381 人を数える総合病院で、町立の病院としては全国２位の規模を誇り、

道南地域北部の地域センター病院に指定されている。 
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２－２ 新八雲（仮称）駅をめぐる広域的な現状と課題 

 

① 一次産業の振興 

八雲町を中心とする道南地域北部は、道内有数の農業地帯であり、食料基

地として大きな役割を果たしている酪農、畑作にあっても、経営規模の拡大

や圃場の大型化、農地の集約化など、一層の基盤整備を進める必要がある。 

新幹線や、高速道路の整備により大都市圏へのアクセス性を高め、花卉や

施設野菜など市場性の高い高付加価値型作物の生産拡大を図る必要がある。 

また、農業とともに地域の基幹産業である漁業においても、水産資源の高

付加価値化を引き続き進めて行くことが求められている。 

その際、水産廃棄物の処理、再利用やホタテ養殖に伴う貝毒対策などに広

域的に取り組み、資源管理型漁業の確立を図る必要がある。 

農業、漁業のいずれにおいても、生産者と消費者との直接的な売買など、

効率的、合理的な生産、輸送、販売体制づくりが求められている。 

 

② 一次産業と連携した広域観光の振興 

新幹線、高速道路の整備は、地域間の移動を飛躍的に高め、交流人口の増

加を図る振興策の展開によって、地域の振興・発展が見込まれる。 

本地域には、自然豊かな海山川

の資源や温泉資源など多彩な観光

資源があるものの現状では活かし

きれておらず、これら温泉資源を

活かした、スローライフなどの新

しいスタイルに対応した観光振興

を図る必要がある。 

また、地域の農水産物やその加

工品の有効活用により、魅力ある

「食」と特色のある温泉体験を提

供し、地域ならではの観光振興策

の展開が必要である。 

たとえば、八雲町においても道

立広域公園（噴火湾パノラマパー

ク）の魅力と合わせ、地域の特産

品を提供するなど物産館としての

場をつくることによって、観光と

一次産業の連携による相乗効果が

期待できる。 
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③ 既存道路の速達性、代替性の確保 

本地域は、道南と道央を結ぶ交通の要衝に位置しているが、地域産業の振

興や住民生活の安定化など、広域高速交通基盤を最大限に活用した地域づく

りには、地域内の道路網の早急な整備が必要である。 

地域内の道路網整備では、既存道路と新八雲（仮称）駅や高速道路インタ

ーチェンジとの接続性を高める必要があり、基幹産業の農畜産物や水産物の

道央地域など消費地への迅速で安定した輸送を支えるとともに、疾病者等の

医療機関への緊急搬送などの対応も可能とする必要がある。 

また、大雨や地震、火山噴火に備えた道路網の代替性確保が急がれている。 

 

④ 過疎化、高齢化への取組み 

少子化と人口の減少により過疎化、高齢化が進み、基幹産業である農業、

漁業の担い手確保も重要な課題となっており、生産物の高付加価値化ととも

に作業の省力化など生産効率を高める必要がある。 

また、高齢者の移動確保や過疎地域の公共交通サービス確保などの取り組

みも重要であり、新幹線駅の開業に合わせ、地域内の公共交通サービスを充

実・強化することが重要である。 

このため、地域の生活基盤整備の視点から、広域的な連携と協力により、

バスなど公共交通の維持・確保を図り、新幹線駅とネットワーク化を図る必

要がある。 

地域の中心となっている八雲町には、行政、商業、医療などの都市機能の

集積があり、雇用の大きな受け皿としても重要な役割を担っている。一方、

若者の地域外への流出も進んでいることから、雇用機会の充実や若者に魅力

ある都市機能整備が求められている。 

さらには、首都圏等からの移住受入対策やＩＪＵターン環境の整備を積極

的に推進し、地域の優れた立地と豊かな自然を全国に発信して行く必要があ

る。 
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⑤ 新八雲（仮称）駅と連携する市街地の機能向上 

地域の中心となっている八雲町の市街地は、行政、商業及び医療などの広

域拠点を担う機能・施設の集積の場となっている。 

今後、新幹線駅の開業に向け、広域との連携や観光などによる交流人口の増

加を踏まえた都市環境の整備、シビックコア地区をはじめ中心市街地としての

シンボル空間など、来訪する人々にとって魅力ある場所づくりとして、各種の

取り組みが必要である。 

このため、来訪者へ地域の魅力や特色を的確に伝えられる機能を整備すると

ともに、交通アクセスや宿泊、物販など滞在者に対する各種サービス機能の向

上が重要となっている。 
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２－３ 新八雲（仮称）駅の役割 

 

新八雲（仮称）駅は、新幹線整備がもたらす地域開発への多大な影響を考

え、広域的な圏域の課題を最大限に解消する機能をもった整備を行う必要が

ある。 

こうした視点から、新八雲（仮称）駅の果たす役割をまとめると「広域交

通結節点づくり」、「観光拠点づくり」、「広域交流の場づくり」の３点を挙げ

ることができる。 

 

① 広域交通結節点づくり 

新八雲（仮称）駅は、北関東、東北地域など従来にない地域から道南地域

北部を訪れる人々と、八雲町をはじめ周辺地域住民が他の地域へ出かける際

のアクセスポイントとなる。このため、八雲市街地や周辺地域との交通アク

セスの利便性を高め、交通機能に優れた駅とする必要がある。 

特に、新駅は、八雲市街地から離れた位置に予定されているため、八雲市

街地と新駅間のバス、タクシーなど公共交通サービスへの対応や、自家用自

動車による新駅へのアクセス向上に配慮した駐車場整備が必要となる。 

また、日本海側地域などの周辺地域から、新八雲（仮称）駅を利用する際

の公共交通としての路線バスの駅前広場への乗入れなどにより、利便性の高

い新幹線への乗継の場となることが期待される。 

 

② 観光拠点づくり 

新八雲（仮称）駅は、新幹線整備に伴う新しい観光の起点、終点となるこ

とが見込まれ、地域の基幹産業である農業、漁業など一次産業と結び付いた、

エコツアーやスローライフ、スローフードに代表されるライフスタイルの変

化に応じた広域観光の振興など、地域の振興、発展への好影響が生じるもの

とされている。 

例えば、天然記念物に指定されているオオワシ、オジロワシを雄大で美し

い自然環境の中で撮影できるビューポイント整備や、道南の数多い温泉地と

歴史など、潜在的な観光資源の価値を高める新しい道南観光のステージづく

りが可能となり、これまでにない魅力的な観光の形成に結びつくものと考え

られる。 

このため、観光バスやレンタカーなどの観光交通手段と新幹線との乗継機

能の充実・強化、観光ニーズに対応した施設整備を進めることにより、八雲

を起終点とした新たな広域観光ルートがつくられ、観光振興の新しい拠点と

なることが期待される。 
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③ 広域交流の場づくり 

開業後は個人旅行者が増える見通しにあり、地域情報やイベント情報など

について、きめ細かい情報を提供することが求められる。 

その際、広域的観光拠点となる新八雲（仮称）駅は、様々な交流を想定し、

宿泊情報をはじめ、産地ならではの魅力ある「食」のスポット、四季折々の

体験型観光、参加型イベントなど多様な情報を提供・交換するための場所と

なることが期待される。 

また、東北地域など従来には交流のなかった地域との間で、たくさんの人

や情報が往来すると予想され、新八雲（仮称）駅とその周辺で提供する情報

に関しては、周辺自治体はもとより、民間・個人レベルまで幅広く連携した

取り組みが重要となる。 

 

■八雲町の位置付け・役割と広域的な課題 

 

新八雲（仮称）駅をめぐる広域的

な現状と課題 

 

・漁業・酪農業等の高度化、高
付加価値化 

・高速交通基盤を活かした生産、
輸送、販売体制づくり 

一次産業と連携した広域観光の振
興 
・地域の素材を味わう観光など、
漁業、酪農業との連携 
・噴火湾パノラマパークなど地
域の観光資源を活かした取り
組み 

・新幹線整備を契機とした公共
交通の充実 

・ＩＪＵターン環境の整備 
・都市住民の移住の促進 

新八雲(仮称)駅と連携する市街地
の機能向上 
・地域の中核都市機能の増進 
・地域のシンボル空間整備 

高齢化、過疎化への取組み 

既存道路の速達性、代替性の確保
・地域の交通拠点性の向上 
・新幹線駅、ＩＣと接続する道
路網整備 
・国道等の代替ルートの充実 

一次産業の振興 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路交通の結節点 
・日本海側地域を含む広域への
鉄道ターミナル拠点 

・各種商業業種の集積拠点 
・郊外型量販店、娯楽施設の立地 
・広域的な商圏 

道南地域北部の中核都市 

 ・食品製造等産業の集積拠点 
・行政業務集積、シビックコア
地区の展開 

広域的な商業・流通拠点都市 

道南地域北部の交通の要衝 

・道南地域北部の地域センター
病院である八雲総合病院の立
地 
・広域への医療サービスの提供 

広域医療拠点 

全道有数の漁業のまち 
・ホタテ、アワビの養殖による
安定的漁業生産 
・資源管理型漁業の確立 

・酪農、乳用牛生産による農業
基盤形成 
・教育、研究など高度化対応 

北海道を代表する酪農地帯 

八雲町の位置付け・役割 
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■新八雲（仮称）駅の役割 

 

 

広域的な課題への対応 
・一次産業と連携した広域観光振興 
・交通ネットワークの整備（既存道路の速達性向上、地域の公共交通の維持）
・地域間交流を生かす取組み（地域資源の発掘、活用）等 

新幹線整備のインパクト 

【直接接効果】 

・移動時間の短縮 

 札幌及び東北、首都圏との鉄道によるアクセス時間短縮が図られる。 
 高速移動手段の選択肢が増え、移動の信頼性が高まる。 
【間接効果】 

・産業振興 

広域的な人の移動の活発化、増大化が進み、関連商品の販売増や商品流通機
会の向上などを通じて、食料品製造業など地域産業の活発化が期待される。 
・広域観光振興 

大都市圏などからの観光入込数の増加が図られる。 
個人旅行者の増加、新たな観光ルートの形成が期待される。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新八雲（仮称）駅の役割 

■広域交通結節点づくり 

・既成市街地、広域との交通結節機能を強化する拠点 
■観光拠点づくり 

・道南圏と道央圏にまたがる新たな広域観光、個人旅行の起点終点 
■広域交流の場づくり 

・情報を提供・交換する交流の拠点 
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■八雲町周辺の現況主要交通網 

 

・八雲町周辺には鉄道の函館本線のほか、国道５号、277 号、229 号の各路線が

あり、平成 18 年には北海道縦貫自動車道八雲ＩＣも開通し、交通の要衝とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人口・世帯数 

 

・八雲町の人口は 20,131 人（平成 17

っている。 

・広域地域全体（森、厚沢部、乙部、

では、69,728 人、27,467 世帯とな

30％を占めている。 

 

■農業産出額 

 

・八雲町の平成 16 年度の農業産出額

なっている。 

・広域地域全体では 2,740 千万円と

26％を占め、農業の中心的な役割を

 
 

 1
年・国勢調査）、世帯数は 7,981 世帯とな

奥尻、せたな、今金の周辺の各町を含む）

っており、八雲町は広域地域全体のおよそ

（市町村別農業産出額）は、701 千万円と

なっており、八雲町は、広域地域のおよそ

担っている。 

Ｊ Ｒ 

北海道縦貫

自動車道 

国 道 北海道縦貫自動車道
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■水産業 

 

・八雲町は、ホタテやアワビの養殖漁業の展開に努め、平成 16 年１年間の漁獲

量、漁獲高（北海道水産現勢）は、それぞれ 35,576 トン、6,138,740 千円と

なっている。 

・広域地域全体では、漁獲量、100,898 トン、漁獲高、15,657,591 千円となっ

ており、その中で八雲町は漁獲量のおよそ 35％、漁獲高のおよそ 40％を占め

ている。 

 

■製造業 

 

・水産加工、食品製造を主とする製造業は、従業者数の減少や出荷額が停滞す

るなど事業環境が厳しくなっている。 

・平成 17 年 12 月末現在の八雲町の製造品出荷額、事業所数、従業員数（工業

統計調査）は、それぞれ 2,034,375 万円、32 事業所、735 人となっている。 

・広域地域全体では、製造品出荷額 7,372,072 万円、事業所数 174、従業員数

3,560 人となっており、八雲町はそれぞれ、約 30％、約 20％、約 30％を占め、

圏域の製造業の中心になっている。 

 

■商業 

 

・八雲町は、道南地域北部の商業拠点、流通拠点として重要な役割を担ってい

る。 

 

【卸売業】 

・平成 16 年６月１日現在の八雲町の卸売業の販売額、事業所、従業者数（商業

統計調査）は、それぞれ 1,242,771 万円、45 事業所、253 人となっている。 

・広域地域全体では、卸売販売額 2,558,098 万円、事業所数 108、従業者数 349

人となっており、八雲町はすべてにおいて約４割を占めている。 

【小売業】 

・平成 16 年 6 月 1 日現在の八雲町の小売商業の販売額、事業所、従業者数（商

業統計調査）は、それぞれ 1,242,771 万円、45 事業所、253 人となっている。 

・広域地域全体では、卸売販売額 6,679,342 万円、事業所数 925、従業者数 4,031

人となっており、八雲町はすべてにおいて約３割を占めている。 
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３ 新八雲（仮称）駅周辺整備構想の基本的考え方       

 

３－１ 新八雲（仮称）駅周辺整備構想の方針 

 

① 構想のコンセプト 

八雲町は、太平洋（内浦湾）と日本海の二つの海と美しい山や川など、他

の地域に誇れる豊かな自然と多くの可能性に満ちた町であり、今後、北海道

新幹線という新しい広域高速交通基盤を最大限に活用し、道南地域北部の広

域連携拠点づくりを計画のコンセプトとし、新八雲（仮称）駅周辺整備構想

を進めて行くものとする。 

 

 

― 道南地域北部の広域連携拠点の形成 ― 
 

 

 

 

 

交 通 ア ク セ ス の

基 盤 整 備

広 域 と の 連 携 ・ 交 流

の 場 の 整 備

○新幹線駅と高速道路及
び国道、道道とのアクセ
スの確立 
○関連道路網の整備 

○駅前広場、駐車場の整備 
○バス、タクシーターミナ
ル整備 
○地域情報・広域情報の提 
供 
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② 整備方針 

なお八雲市街地とともに広域からの利用者の利便性を確保するため、国道５

号、国道 277 号、道道八雲北檜山線などＪＲ八雲駅と新八雲（仮称）駅とを

結ぶ関連道路網整備を一体的、総合的に進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅周辺整備は、新幹線整備のインパクトに相乗して、地域間の連携を強化

し、広域的な交流を促進することにより、従来にはなかった新たな形での地

域振興を図るものである。よって以下の方針により新八雲（仮称）駅周辺の

整備を進める。 

安 全 で 快 適 な

施 設 整 備

自 然 に 調 和 す る

施 設 整 備

 

 

 

 

 

 

冬 季 の 円 滑 な

利 用 へ の 配 慮

 

 

 

 

 

 

 

：積雪、寒冷の気候条件でも円滑に
利用できる施設整備を目指す。 

：高齢者、身障者等誰もが安全・安

心して利用できる快適な施設づ

くりを目指す。 
新幹線とバス、タクシーとの乗り
継ぎ利便性、安全性を確保する。

：「自然美術館 八雲」に相応しい
質の高い施設づくりを目指す。 



 
■新八雲（仮称）駅の位置と現在の関連道路網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 5号 

道道八雲北檜山線 

国道 277 号線 

北海道縦貫自動車道

 
一般道道 
花浦内浦線 

北海道新幹線 

シビックコアゾーン 

噴火湾パノラマパーク
（道立八雲広域公園） 

 

ＪＲ八雲駅 

北海道縦貫自動車道 
八雲 IＣ 

新八雲（仮称）駅位置 
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４ 駅舎及び情報交流館                  

 

４－１ 新八雲（仮称）駅周辺整備に関る土地利用規制 

 

新八雲（仮称）駅の建設が予定されている区域は、都市計画区域の外部に

位置し、国土利用計画の農業地域に含まれ、農用地区域に指定されている。 

農用地区域については、農業利用以外の土地利用に制約があることから、

農用地区域からの除外と農地の転用許可が必要になる。 

今後、事業の熟度が高まった時点で、農業関係機関との調整・協議が必要

になるが、駅舎及び駅前広場など新幹線整備に伴う必須の整備メニューを除

き、現行の農業的土地利用を基本に対応することとする。 

 

 

■国土利用計画にもとづく土地利用規制状況 

資料：国土利用基本計画図 

都市地域 

（都市計画区域） 

用途地域 

森林地域 

農業地域 

（農用地区域） 

新八雲（仮称）駅予定地 
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■新八雲（仮称）駅周辺の農用地区域の指定状況 

 

 

新八雲（仮称）駅予定地 

 

資料：八雲町農用地利用計画図 
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４－２ 駅舎及び情報交流館の規模 

 

① 駅舎及び情報交流館の機能構成 

新幹線駅としての基本的な機能充足を目指し、次の機能構成とする。 
 
【駅舎】 

 
 駅務機能 

 
 
 休息・利便機能 

 
 
 
 
【情報交流館】 

 
情報・交流機能 

 
 
 
 
② 駅舎及び情報交流館の計画諸元 

駅舎のほか地域情報、広域情報を提供する情報交流館を設置し、広域交通

と交流の拠点形成を目指し、計画諸元を次のように設定する。 
 
■駅舎及び情報交流館の規模 

 

区 分 諸 元 備 考 

駅舎 約 1,000 ㎡
・ホール、キヨスク、駅務室、トイレ

・ユニバーサルデザインの導入 

情報交流館 約 500 ㎡

・「道の駅」に相当する機能及び面積を

想定 

・ユニバーサルデザインの導入 

注－１：九州新幹線川内駅（人口 10 万人）の駅舎面積は 1,400 ㎡。 

注－２：情報の提供と交流促進を担う道内の「道の駅」の 43％が 500～1,000 ㎡、24％が

500 ㎡未満。 

：駅舎の運営・管理に必要な駅務室、ラ
ッチスペースを設置する。 

：ホール、待合室、キヨスク、トイレを
設置する。 
あわせて階段とともにエレベーター、
エスカレーターを設置し、高齢者等誰
もが安全・快適に利用できるユニバー
サルデザインの施設とする。 

：八雲町をはじめ周辺自治体を含む広域
の観光・業務などの地域情報、広域情
報を提供する情報交流ホール、休憩コ
ーナー、トイレを設置する。 
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４－３ 施設のイメージ 

 

① 基本的な考え方 

駅舎及び情報交流館は、周辺の美しい豊かな自然環境と調和するようデザ

イン性に優れ、ゆったりと伸びやかな空間構成を基本とし、冬季にも日差し

のあふれる温かみのある空間構成を図る。 
 

② 計画イメージ 

 

■八雲町の良好なイメージの表現 

・駅を利用する人々が八雲町の美しい自然や町のたたずまいを感じ、冬季

の積雪時にも来訪者を暖かく迎え入れる空間構成を図る。 
・駅と情報交流館を舞台に、様々な人々が憩い、触れ合い、交流できるゆ

とりのある空間構成を図る。 
 

■統一感のある施設配置 

・駅舎を中心に駅前広場、情報交流館を一体的に配置し、人や自動車の動

線構成の円滑化、施設間の連携を考慮する。 
・駅舎は、アプローチ道路に対して正面性を持たせ、シンボリックで親し

みのある施設とする。 
 

■利便性の高い施設構成 

・駅舎前面にキャノピーを設け、バス、タクシー等への乗り継ぎ利便性を

確保するとともに、エントランス・ホール空間からコンコース空間へ最

短でアプローチでき、ホームに円滑に到達できる利便性の高い空間構成

とする。 
・ホームへは階段、エスカレーター、エレベーターによるアクセスを採用

し、誰もが利用しやすいバリアフリー施設とする。 
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４－４ 施設計画案 

■配置計画図 



 

■断面図、立面図 
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５ 駅前広場、駐車場及びアクセス道路            

 

５－１ 駅前広場の規模の検討 

 

新八雲（仮称）駅は、道南地域北部の広域連携拠点として期待されている。 

その駅前広場は、交通広場機能を基本としつつ、八雲町における広域との

交通結節点として、広域交流の場を提供する環境空間を併せ持つ広場とする

ことが大切である。 

なお、駅前広場としての基本的要件を次のように設定するとともに、駅前

広場の規模については、新八雲（仮称）駅の将来乗降客数による必要面積な

ど、以下に示す条件により試算する。 

 
① 基本的要件 

・交通結節点としての機能を重視しつつ、環境広場としての要素を考慮する。 

・新幹線整備効果の拡大に伴う将来の乗降客数増大を考慮し、ゆとりある広

場空間を創出する。 

・新駅舎及び情報交流館の計画と一体的な施設配置を実施する。 

 

② 試算に用いる乗降客数 

・試算には、北海道の算出した将来利用者数 500人／日を用いる。 
※上記には時間短縮による誘発交通量は、含まれていない。 

 
③ ４８年式（通常の駅前広場面積の算定式）による試算結果 

・駅前広場の面積は、48 年式を用いて試算すると次頁以降の表に示すように

約 1,300 ㎡となる。 

・試算値は、現在のＪＲ八雲駅前広場の１／２以下の面積に該当する規模で

あり、バス交通の導入や環境広場機能の充実など新八雲（仮称）駅に求め

られる機能の充足を図るには、面積、機能とも不足する結果となる。 

・仮に乗降客数が推計値の２倍、1,000 人／日となった場合でも、算定式にも

とづく面積は約 1,500 ㎡にすぎず、実際に有効に機能する駅前広場面積と

しては、極めて狭小になる。 

・乗降客数を用いて試算した面積規模では、想定の駅前広場計画にある十分

な交通機能整備や環境広場整備が実現できない規模であり、機能構成を示

した上で必要諸元を設定し、広場の計画を行うことにより面積規模を設定

する。 
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■48 年式による駅前広場面積の試算結果 

 

 

計算過程その１ 

27
計算過程その２ 



 

計算過程その３ 
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５－２ 駅前広場、駐車場及びアクセス道路の規模 

 

① 駅前広場の機能 

広場面積は、48 年式による検討の結果では、広場の基本的要件を満たす

ことができないことから、次の機能構成に基づき規模を設定する。 

 

：公共交通サービスの結節点機能の充実を図る

ため、日本海側地域などと新幹線駅とを結ぶ

路線バス、ＪＲ八雲駅や市街地とを結ぶ循環
バスおよび観光バスバースを設置する。 

バスバース 

 

 

 

：バスとともに公共交通サービスの充実を図る

ため、地理に不案内な人、手荷物を持った人

などの利用者の利便性を確保するタクシー

バース・プールを設置する。 

タクシーバース 

タクシープール 

 

 

：地域の人々の主要交通手段である自家用自動
車の利便性確保を図るため、送迎用自家用車
バースと短期駐車場を設置する。 

自家用車バース 

自家用車駐車場 

 
 
② 駅前広場の計画諸元 

以上の機能を完備した駅前広場として、バス、タクシー、自家用車などの

所要面積の積み上げにより、現在のＪＲ八雲駅前広場の約２倍、約 7,000

㎡程度を新八雲（仮称）駅の駅前広場面積と設定する。 

 
■駅前広場の規模設定 

機 能 諸 元 備 考 

バスバース ４バース 乗車用、降車用を各２バース確保する。 

タクシーバース ２バース 乗車用、降車用各１バース確保する。 

タクシープール 10 台 
タクシーの円滑な運用のため 10 台分のタ
クシープールを確保する。 

自家用車バース ４バース 乗車用、降車用各２バース確保する。 

自家用車駐車場 20 台 
現在のＪＲ八雲駅前広場駐車場（10 台）が
ピーク時に満車となることに配慮し、20 台
分の送迎用短期駐車場を確保する。 

全体面積 約 7,000 ㎡  
注－１：現在のＪＲ八雲駅前広場の面積は 3,080 ㎡となっている。 
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③ 駐車場の計画諸元 

八雲町をはじめ周辺地域では、自家用車利用の移動に占める割合が多いこ

とに着目し、パーク＆ライドによる新幹線利用の利便性確保に向けた駐車場

設置を図る。 

駐車場は、ビジネスなどで定期的に利用する個人・団体・企業等のための

月極利用駐車場など長期的利用への対応と、不定期の業務や私事目的で新幹

線を利用するケースの短期的利用への対応の両方に応えられるものを想定す

る。 

また、観光バス、貸切バスやレンタカーの待機スペースとしても利用でき

るものとする。 

駐車場の規模は、１日当り乗降客数の２分の１のうち、概ね６割～８割が

自家用車を利用することを想定して、普通乗用車 200 台、バスなどの大型車

20 台が駐車可能な規模とする。 

 
■駐車場の規模設定 

区分 諸 元 備 考 

普通車駐車場 約 5,000 ㎡

送迎を除く中長期利用駐車場、障害者用４台

を含む。 

（200 台×25 ㎡） 

大型車駐車場 約 5,000 ㎡
観光、貸切バス駐車場。 

（20 台×250 ㎡） 

合計面積 約 10,000 ㎡  
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④ アクセス道路の計画諸元 

駅前広場へのアクセス道路は、接続する道道八雲北檜山線で道路改良事業

が進められていることから、その整備計画による横断面構成を基本に中央分

離帯を加え、以下に示す総幅員 21.5ｍの断面構成を想定する。 
また、広域から八雲町を訪れる人々の玄関口となることから、シンボリッ

クな景観に優れた並木道となる整備を想定する。 
 
 

 

■新八雲（仮称）駅アクセス道路の計画断面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21,500 

   

1,500 
4,500 3,250 

1,500 500 
2,000 3,250 

500 4,500 
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５－３ 駅前広場、駐車場及びアクセス道路の施設配置の考え方 

 

① 基本的な考え方 

駅前広場、駐車場及びアクセス道路の施設配置にあたっては、円滑な交通の

実現を図るために、利用者の安全性、快適性に配慮した施設とする。 

 

② 各施設の計画留意点 

 

■ 駅前広場内の歩道 

・自動車との平面交差（横断歩道）は、極力避ける。 
・人の動線は、迂回経路をできるだけ少なくし、スムーズな経路の確保を図

る。 
・利用者に不便を感じさせないスムーズな線形と、ゆったりとした歩行空間

を確保する。 
 

■ 駅前広場内の車道 

・車道は、右回りの一方通行を原則とする。 
・アクセス道路への出入り口は、１箇所とする。 
・広場内へ通過車輌が侵入しない自動車動線を構成する。 

 
■ バス乗降場 

・新幹線と他の公共交通相互の乗換の利便性を確保するため、出来る限り駅

舎前面に配置する。 
 
■ タクシー乗降場 

・利用者の利便性に配慮し、駅舎前面に配置する。 
 

■ 自家用車駐車場（送迎用） 

・駐車場利用車輌の円滑な出入りを確保する。 
・広場内の車道横断を最小限にする。 

 

■ 駐車場 

・左折による出入りを基本とする。 

・空間を有効に活用できる駐車帯の確保を図る。 

 

■ アクセス道路 

・道道八雲北檜山線と新八雲（仮称）駅とを最短で結ぶ経路とする。 

・自動車の安全で円滑な走行と歩行者の安全性、快適性確保する。 
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５－４ 駅前広場、駐車場及びアクセス道路施設配置計画案 
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６ 今後の取り組み                      

 

６－１ 駅周辺整備のスケジュール 

 

北海道新幹線の開業、供用開始にあわせ、情報交流館・駅前広場などを整備する必

要がある。 

よって、平成 21 年度に北海道新幹線（新函館～札幌間）の実施計画が認可され平

成 31 年度末に開業することを想定して、北海道および八雲町の建設事業スケジュー

ルは、次のとおりとする。 

 

■新八雲（仮称）駅周辺整備のスケジュール 

 

 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

新幹線

新駅舎

周辺整備計画検討・調整

決定

アクセス道路 測量・設計
用地取得
工事

情報交流館 農地転用
測量・設計
用地取得
工事

駅前広場 農地転用
測量・設計
用地取得
工事

駐車場 農地転用
測量・設計
用地取得
工事

事業年度（平成）
事業区分
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６－２ 開業に向けた取り組み 

 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅の実現に向け、今後、以下に示す取り組み

を図ることとする。 

 

① 新駅周辺へ導入する機能・施設の検討 

新八雲（仮称）駅は、八雲市街地から離れて建設、整備される予定であり、

導入する機能・施設は、こうした八雲町の特別な条件を十分考慮の上検討し

て行くこととする。 

既成市街地から離れていることは、駅利用の利便性という意味では不利な

条件となるが、新たな機能導入や施設立地という面では制約が少ないという

メリットもあり、こうした有利な条件を最大限活用するという視点で検討を

行なう。 

新幹線駅整備の地域振興に及ぼす効果は、駅周辺に整備される機能や施設

の違いにより大きく変動することから、広域的な視点や既成市街地では立地

が困難で導入の求められている機能・施設の立地を図るという視点など、様々

な視点から検討を進める。 

 

② 公共交通アクセス整備 

新八雲（仮称）駅の利活用を促進するためには、八雲市街地などと新駅と

を連絡する公共交通アクセスの充実・強化を図ることが不可欠となる。 

八雲市街地と新駅とを連絡する循環バスの運行や路線バスの乗り入れ、さ

らにはタクシー輸送の充実、強化など、取り組む必要のある施策は多岐にわ

たる。今後、少子・高齢化がより進展する中で、公共交通の充実は、一層重

要になると考える。 

これら公共アクセスの整備には、輸送を担う事業者との事前の密接な協議、

バスルートの変更や輸送方法の検討には国の機関との協議も必要であり、こ

れら協議・調整を図って行くものとする。 

なお、新駅へ連絡する循環バスは、福祉輸送など他の輸送形態との連携や

協働など事業性の効率化、合理化を図る必要がある。 

 

③ 観光資源、観光ルートの発掘、整備 

新八雲（仮称）駅の利活用の促進には、在来の鉄道利用からの転換に加え、

新たな需要を確保することが重要になる。 

このため、新幹線整備による東北地域など新たな交流圏域の形成を展望し、

地域の観光資源の発掘や観光ルートを整備し、観光交流の促進を図ることと

する。

 36



たとえば、新幹線開業後の新八雲（仮称）駅を利用する観光行動パターン

の調査、東北、九州など近年新幹線の開業した先進地域の取り組み事例の分

析を行い、具体的で裏づけのある魅力的な観光資源の発掘と観光ルート形成

に取り組む。以上により、道南の温泉資源や歴史資源と地域の自然資源など

が一体となった新しい道南観光のステージづくりなどを進める。 

特に、八雲町は、「自然美術館」と称されるような遊楽部川など魅力ある自

然資源が豊富にあることから、これら地域資源を活かし、ビューポイント整

備などによるオオワシ、オジロワシの撮影ツアーや、農作業や搾乳などが体

験できるファームステイなど、都市住民ニーズの大きな観光メニューを提供

する可能性が高く、その具体化に取り組む。 

 

④ 上位計画への位置づけ 

新幹線及び新八雲（仮称）駅の建設整備は、八雲町の社会経済に大きな影

響を及ぼす一大プロジェクトであり、八雲町の行政、事業者、住民が一丸と

なって取り組む必要のある事業である。 

このため、新八雲（仮称）駅周辺整備に関わる地域の取り組みなど実行プ

ログラムについては、町内の関係団体による「八雲町北海道新幹線推進協議

会」等の意見を聞きながら、総合計画など上位計画に明確に盛り込み、庁内

の「北海道新幹線推進プロジェクトチーム」を中心に、関係する分野を一体

的、総合的に推進する取組みを継続して行く。 

また、新駅の建設に伴い、農地の転用許可が必要になることから、それを

契機として農業振興計画の見直しを図り、新幹線関連の農業振興施策を計画

に盛り込む。 

 

⑤ 広域との連携、協力体制の構築 

以上の取り組みには、日本海側の地域など広域との連携協力を欠かすこと

が出来ない。たとえば、バスルートや観光ルートの設定あるいは観光資源の

発掘には、駅勢圏以上に、より広域的な地域との連携・協議が不可欠となる。 

また、駅周辺に導入する機能・施設に関しても、八雲町のほかに広域の視

点から検討を加えることにより、新たなニーズの発現が考えられるため、計

画・構想の初期段階から、常設の意見交換や共同の検討作業を行える体制を

構築する。 

 

⑥ 住民と協働した取り組み 

本計画ならびに前述の「開業に向けた取り組み」について、開業まで継続

して町内会や各種団体・グループを対象にした「出前説明会」等を随時開催

する。 

こうした住民との対話機会を数多く持ちながら、新幹線に対する住民の理

解をさらに深め、全町を上げた取り組みに発展させる。 
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■新八雲（仮称）駅を中心とする広域観光圏の形成可能性 

 
八雲町は、登別・洞爺やニセコ・ルスツなど道央地域の観光圏と函館・大沼、恵

山など道南地域の観光圏との中間部に位置し、新幹線整備による広域交通基盤の整

備によって、これら二つの広域観光圏を結び付ける役割を担うとともに、日本海観

光を含めた新たな観光交流拠点となる。 
このような新しい役割・機能を果たすよう新八雲（仮称）駅周辺の整備を図るこ

ととする。 
 
■広域観光圏の概要  

大沼

登別・カルルス 

ニセコ

羊蹄山 

ルスツ

丸山 

北湯沢 

 
海浜の観光資源 主な温泉・温泉郷 主な観光地 

鳴き砂海岸 

尻別川 

 

 

道央広域観光圏 

道南広域観光圏 

開陽丸 

江差 

元和台海浜公園 

恵山

トラピスト修道院 

函館・湯の川 

南茅部縄文遺跡 

噴火湾パノラマパーク 

檜山海岸 

   ・ 

日本海追分ソーランライン 

親子熊岩 

遊楽部川 
新八雲（仮称）駅

洞爺湖 

昭和新山 
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■新八雲（仮称）駅を起終点とする広域観光ルートの基盤整備 

 
新八雲（仮称）駅の整備により、八雲を起点あるいは終点として、道南と道央を

結び、日本海側を加えた次のような新たな観光ルートの形成が期待され、その実現

に向けて、今後、駅前広場など交通基盤の整備と観光情報提供機能の充実強化が極

めて重要となる。 
また、これら観光関連の機能充実と施設整備に伴い、農業や水産業など一次産業

の高度化、生産物の高付加価値化が促進されるとともに、旅行業関連の業務機能集

積など、八雲町の産業振興に大きく資することが期待される。 
 
【八雲起終点ルート】（           ） 

 
～八雲を起点に函館、大沼、恵山を巡り、檜山海岸を経由して道央のニセコ、登別・

洞爺を周遊し、八雲に戻るルート～ 
ひらたない温泉（あわびの湯）などルート上の温泉地が広域観光資源として活用

されるため、施設やサービスの水準向上など、観光資源としての魅力向上が求めら

れる。 
 
【函館起点、八雲終点ルート】（           ） 

 
～道南の函館を起点に松前、江差などの歴史資源を経由しながら、日本海追分ソー

ランラインを北上し、羊蹄山周辺、北湯沢、登別など道央の観光地を経て八雲に

到着するルート～ 
観光の終点として、噴火湾パノラマパーク、遊楽部川など八雲町内の観光資源の

魅力向上や観光ポイント相互の連携、アクセス性の向上が必要になる。 
 
【八雲起点、函館終点ルート】（           ） 

 
～八雲を起点に日本海追分ソーランラインを北上し、岩内、ニセコを経由してルス

ツ、洞爺湖を周遊し、内浦湾沿いをパノラマパークなどを楽しみながら南下し、

函館に至るルート～ 
観光ルートの起点に相応しい、観光関連の各種情報の提供機能の充実強化が必要

になる。 
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■新たな広域観光ルートの基盤整備 

南茅部縄文遺跡 

大沼

函館・湯の川 

恵山

トラピスト修道院 

江差 

檜山海岸 

   ・ 

日本海追分ソーランライン
洞爺湖 

昭和新山 

ニセコ

尻別川 

遊楽部川 

開陽丸 

元和台海浜公園 

親子熊岩 

海浜の観光資源 主な温泉・温泉郷 主な観光地 

羊蹄山 
丸山 

鳴き砂海岸 

ルスツ 

北湯沢 

登別・カルルス 

噴火湾パノラマパーク 

新八雲（仮称）駅 
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■八雲町と周辺広域地域の観光入込み客数の推移 

八雲町の年間観光入込客数は、30 万人ほどで推移しているが、新八雲（仮称）駅勢

圏を加えると概ね 200 万人程度の観光客の入込み実績があり、これら広域地域と連

携・共同による観光ルート・観光ツアー開発の可能性が高まる。 

 

■観光入込み状況の推移図 

 

単位：千人／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間の観光入込客数の推移（千人／年

 平成 12 年 平成 13 年 

八雲 315.8 339.8

今金 109.9 100.4

せたな 302.7 309.4

奥尻 52.4 49.5

乙部 249.6 228.7

厚沢部 152.5 163.8

森 804.8 897.0

合計 1987.7 2088.1

資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海

500 千人 

2,000 千人 

1,500 千人 

平平成13年平成12年

 

  

 
  

1,000 千人 

 

 

 

 

 

） 

平成 14 年 平成

345.3

115.1

319.2

55.3

212.3

155.1

811.6

2013.9

道経済部） 

周辺広域地域 

平成1成14年
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15 年 平成 16 年 平成 17 年 

360.6 321.3 315.6

108.7 103.7 97.7

303.1 307.1 301.3

57.6 54.8 52.6

177.4 190.3 191.7

141.6 141.9 142.0

777.4 726.9 742.2

1926.4 1846.0 1843.1

平成17年平成16年 5年

  

八雲町 

 



 

 

 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備構想  

平成 18年 12月  八雲町新幹線推進室 
049-3192 北海道二海郡八雲町住初町 138 
電話     01376-2-2111 

ファクス 01376-2-2120 




